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4．GNSS 単点観測 

4-1．GNSS 単点観測   

■ GNSS 単点観測プログラムを開く 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■ 初期設定の確認 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 観測データ読込み・既知点の指定  

観測データ取込みをおこないます。 
 
 
 
既知点選択ウィンドウが表示されます。ここでは、点検に使用する既
知点を 3点以上選択します。 
座標管理に登録済みの座標が自動的にセットされますので、自動選択
された点が異なる場合は、［解除］または［全て解除］をクリックして
選択を解除し、プロット画面から正しい既知点を指定します。 
ここでは、［初期状態に戻す］をクリックし、既知点が設定されている
ことを確認後、［OK］をクリックします。 
 
 
読込み完了と座標補正が必要な旨メッセージが表示されます。「OK」
をクリックします。 
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既知点の較差を確認すると、許容範囲に収まっていない数値が赤色で
表示されます。較差の許容範囲は、設定［初期設定］で確認できます。 
 
 
 
 
■ 座標・標高補正  

座標補正を行いましょう。画面左側、［座標・標高補正］ステージを選
択します。 
 
ここでは、座標補正、標高補正の方法を選択し、補正の基点とする既
知点、点検に使用する既知点をそれぞれ選択します。 
 
今回は、［XY を補正］のチェックをオンにし、補正方法は［ヘルマー
ト変換］を選択します。 
また、［Zを補正］のチェックをオンにし、補正方法は［平均シフト］
を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に基点を設定します。セルをダブルクリックで指定でき、点検の基
点に設定した点は補正の基点には設定できず、補正の基点に設定した
点は点検の基点として使用できないため、自動的に○が消えます。 
点検の基点は最低 1点選択する必要があります。 
今回は、「T-5’」の基点：点検セルを○に設定し、「T-4'」「T-3'」「T-2'」
の XYセル・標高セルを○に設定します。 
 
  
 
設定後、［座標補正］を選択します。補正後の座標値、点検基点からの
距離・標高差、補正後の較差と許容範囲が確認できます。 
 
 
 
 
 
 


